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はじめに

　本報告書は白子公民館と三重大学都市計画研究室との共同研究である「海・街道・史

跡を活かしたまちづくりデザイン 2014」の成果を取りまとめたものである。本共同研

究は今年度で３年目であり、2012 年度には「海・街道・史跡を活かした白子のまちづ

くりのための 92のアイデア集」を取りまとめ、2013 年度には、１）まち歩きマップ

の制作、２）いくつかのアイデアを実験的に実施するためのイベント「白子街道ウォー

ク 2013」の企画・実施を行った。今年度は、これらの成果を踏まえた上で新たに「景観」

をテーマに設定し、寺家地区・白子地区・江島地区の景観資源マップを制作した。白子

には、自然景観・都市景観・歴史景観など多様な地域景観資源が存在する一方で、これ

らの地域景観資源がなくなりつつある現状にある。貴重な地域景観資源を守っていくた

めには、市民による地域景観資源の共有が重要となる。本共同研究では、市民・大学・

行政が連携し、まち歩きにより地域景観資源を再確認・発見し、それらを景観資源マッ

プとして取りまとめることにより、地域景観資源の共有化を図ることを狙いとした。

　全７回のまちづくり講座により、３地区のまち歩きを踏まえて、３地区の景観資源

マップを製作することができた。今年度は、オブザーバーとして鈴鹿市の景観計画を担

当する鈴鹿市都市整備部都市計画課の方々にご参加いただき、成果物である３地区の景

観資源マップの印刷にご協力頂いた。鈴鹿市には、市民主体による地区別景観づくり計

画を策定する仕組みがあり、本まちづくり講座で製作した景観資源マップが白子におけ

る地区別景観づくり計画を策定する際の足がかりになれば幸いである。最後に、本まち

づくり講座に参加して頂いた鈴鹿市民の皆さんをはじめとして、本まちづくり講座に関

わった全ての皆さんに心から御礼を申し上げたい。

　

2015 年 3月

三重大学大学院工学研究科建築学専攻・助教　松浦健治郎
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海・街道・史跡を活かしたまちづくりデザイン 2014

【調査研究組織】

白子公民館
　　　　杉谷　哲也
　　　　川北　智子
　　　　末松　ひとみ

三重大学大学院工学研究科建築学専攻都市計画研究室
　総括　松浦　健治郎	 	 三重大学大学院工学研究科建築学専攻・助教
　　　　市原　享典	 		 三重大学大学院工学研究科建築学専攻・博士前期課程１年
　　　　中島　有紀子	 	 同上
　　　　大河原　章介	 	 三重大学工学部建築学科・4	年
　　　　小笠原　舜	 		 同上
　　　　菊池　玲子	 	 同上
　　　　西川　由悟	 		 同上
　　　　松岡　美歩	 		 同上

【まちづくり講座参加者（継承略、50音順）】

飯場　道雄　　大河内　康由　　岡本　礼子　　小川　きぬ　　沖　美幸　　　　小田切　靖雄
角谷　弘子　　喜多　常　　　　北村　理　　　紀平　真美　　後藤　淑子　　　斎藤　富茂
佐藤　邦雄　　清水　重久　　　城野　高潔　　舘　日出子　　達知　淳三　　　豊田　誠司
西根　征生　　野村　磨梨杏　　長谷川　徹　　平田　一道　　平野　憲一　　　松島　正義
松田　德夫　　宮崎　千枝子　　宮地　壇子　　宮原　義治　　横田　美喜子　　和田　弘
（合計 30名）

　オブザーバー　：　西野　耕治・草野　奈津紀（鈴鹿市都市整備部都市計画課）

【報告書作成】

　全体構成・全体編集　：松浦　健治郎

【景観資源マップ製作】

　全体構成・全体編集　：松浦　健治郎　・　市原　享典　・　中島　有紀子

【付録DVD製作】

　DVD製作　　　　　　：松浦　健治郎

　ナレーション　　　　		：中島　有紀子
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１．まちづくり講座の概要

１．まちづくり講座等の概要
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１．まちづくり講座の概要

　今年度のまちづくり講座の目的は、白子の地域景観資源の共有のための景観資源マップの制
作である。今年度のまちづくり講座のプログラムを振り返ってみよう（図１）。５月には、昨
年度の振り返りとして、昨年度の記録ムービーを観て頂いた後、景観まちづくりの基礎的な知
識を共有していただくために、松浦助教から「景観まちづくりとは」の講演があった後、鈴鹿
市都市整備部都市計画課の西野さんから鈴鹿市景観計画の紹介があった。６月には、白子を３
つの地区（寺家・白子・江島）に分けて３つのグループ毎に景観資源分析地図を作成した。７
月から９月にかけて、３つの地区のまち歩きにより景観資源の再確認・発見を行った。10月
には三重大学都市計画研究室によりこれまでの成果を踏まえて３地区の景観資源マップ案を制
作し、11月には、景観資源マップ案の発表及び修正意見を検討した。12月は修正意見を基に
して三重大学都市計画研究室が景観資源マップ修正案を制作し、１月に景観資源マップ修正案
の発表をした後に修正意見の検討、景観まちづくりをすすめるための課題を検討した。２月に
は修正意見を基にして三重大学都市計画研究室が景観資源マップを制作した。まちづくり講座
の参加者の内訳は、公民館を利用する地域住民、三重県職員、短大の学生などで合計約 30名
である。

（１）活動経過の概要

図１：白子まちづくり講座のスケジュール

2014 年 2015 年
２月５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10 月 11 月 12 月４月 １月 ３月

5/15 第１回まちづくり講座
・昨年度の振り返り
・今年度の取り組みのガイダンス

報告書の作成

景観資源マップの制作

景観資源マップ修正案の制作景観資源マップ案の制作・景観分析図の作成
・守るべき景観のリストアップ

6/19 第２回まちづくり講座

1/14 第７回まちづくり講座
・景観資源マップ修正案の発表
・修正意見の検討
・景観まちづくりを
　進めていくための課題の整理

7/23 第３回まちづくり講座
・まち歩き１（寺家方面）
・景観資源の確認

8/21 第４回まちづくり講座
・まち歩き２（白子方面）
・景観資源の確認

9/30 第５回まちづくり講座
・まち歩き３（江島方面）
・景観資源の確認

まち歩き

11/26 第６回まちづくり講座
・景観資源マップ案の発表
・修正意見の検討
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（２）第１回まちづくり講座

日時：2014	年５月 15日 ( 木 )14：00 〜 16：00
場所：白子公民館
内容：昨年度の振り返り、今年度の取り組みのガイダンス
参加者数：23名
まちづくり講座の概要：まず、昨年度の振り返りについて、「白子まちづくり講座 2013 の記
録」活動紹介ムービー（13:39）の上映があった。その後、松浦助教より「景観まちづくりとは」
と題した今年度の取り組みのガイダンス及び鈴鹿市都市整備部都市計画課の西野さんから鈴鹿
市景観計画の紹介があった。

第１回まちづくり講座の風景写真
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１．まちづくり講座の概要

（３）第２回まちづくり講座

日時：2014 年６月 19日 ( 木 )14：00 〜 16：00
場所：白子公民館
内容：景観分析図の作成、守るべき景観のリストアップ
参加者数：25名
まちづくり講座の概要：３地区（寺家・白子・江島）のグループに分かれて景観資源分析地図
を作成した。具体的には、まず、緑の分布・道路の交差点の分析を行った。次に、景観のまと
まりを検討した。その後、景観的に重要な場所を検討した。最後にグループ毎の全体発表が行
われた。

第２回まちづくり講座の風景写真
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寺家地区チームの検討結果

寺家地区：景観のまとまりを検討するためのキーワード

＜寺社＞

＜海岸沿い＞

＜川沿い＞

＜迷路状の路地のある古い街並み＞

歴史・文化

自然
＜緑豊かな公園＞

＜文化施設ゾーン＞

・お寺

・子安観音寺

・子安観音寺の境内

・不断桜

・子安観音

・子安観音寺の景観

・白砂青松の海岸

・海岸沿い

・鼓ヶ浦海岸の白砂青松

・白砂青松の海岸

・堀切川干潟の野鳥の群れ

・迷路みたいな道

・散歩中、自分の思っている所に出られない程、複雑な道です

・寺家の古い街並み

・歴史的町並み

・赤道（迷路）多い街

・サンスポーツランド

・鼓ヶ浦サンスポーツランド

・スポーツ、散歩、つどいの街

・サンスポーツランドの緑豊かな広場

・風情ある伝統産業会館

・伝統産業会館案内
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１．まちづくり講座の概要
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海・街道・史跡を活かしたまちづくりデザイン 2014

白子地区チームの検討結果

白子地区：景観のまとまりを検討するためのキーワード

＜寺社＞

＜海岸沿い＞

＜川沿い＞

＜古い路地と街並み＞

歴史・文化

自然
＜緑＞

＜施設ゾーン＞
・お寺

・林昌寺

・林昌寺の景観（桜）

・龍源寺

・龍源寺の景観（竹林）

・白子港

・海岸沿い

・水産技術センター

・養殖場や加工場

・小女子干し

・紅屋橋からの川の眺め

・旧伊勢街道を中心とした古い路地

・その路地周辺に残る古い街並み　→街並みは点々とし消えつつある

・白子港公園

・寺社周辺の木々

・伊勢型紙資料館

・伊勢型紙資料館の寺尾家の屋敷

・河芸群役所跡

・老舗の和菓子屋

・神社

・久留間神社

・愛宕神社
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１．まちづくり講座の概要
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海・街道・史跡を活かしたまちづくりデザイン 2014

江島地区チームの検討結果

江島地区：景観のまとまりを検討するためのキーワード

＜寺社＞

＜海岸沿い＞

＜歴史の感じられる街並み＞

歴史・文化

自然
＜緑豊かな街＞

・勝速日神社

・高台にある悟真寺

・青龍寺

・江島若宮八幡神社 ( 常夜燈 )

・家康命からがら船出の旅

・江戸時代は海だった場所が開拓された

・水路と海抜０以下の湿地帯

・江島は商業の町だった

・旧伊勢参宮道に沿って広がる歴史的な街並み

・参宮道沿いに地形が高くなっている

・車利用者が通る道は限られている

・参宮道など南北に走る道を軸にＴ字路が多く存在する

・油屋忠兵衛伊達家

・小笠原候屯所跡

・海が開拓されてできた江島公園

・江島若宮八幡神社の木々

・朝市で賑わっている

・海岸沿いにあった松並木

・紀伊藩と小笠原領地の境界の榎

＜新しい住宅の街並み＞
・昔に田畑だった場所は現在、新興住宅地が並んでいる
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１．まちづくり講座の概要
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海・街道・史跡を活かしたまちづくりデザイン 2014

参加者アンケート調査結果
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１．まちづくり講座の概要

（４）第３回まちづくり講座

日時：2014 年７月 23日 ( 木 )14：00 〜 16：00
場所：鈴鹿市伝統産業会館・寺家地区
内容：まち歩き１（寺家方面）、景観資源の確認
参加者数：24名
まちづくり講座の概要：寺家地区の景観資源・問題点を再確認・発見した。まず、３つのグルー
プに分かれて、グループ会議を行い、役割分担を決定した。次に９０分ほどかけて、寺家地区
のまち歩きをした。その後、見てきたもののまとめを行った。最後にグループ毎の全体発表が
行われた。

第３回まちづくり講座の風景写真
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海・街道・史跡を活かしたまちづくりデザイン 2014

A チーム検討結果
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１．まちづくり講座の概要

B チーム検討結果
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海・街道・史跡を活かしたまちづくりデザイン 2014

C チーム検討結果
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１．まちづくり講座の概要

参加者アンケート調査結果
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海・街道・史跡を活かしたまちづくりデザイン 2014

（５）第４回まちづくり講座

日時：2014 年８月 21日 ( 木 )14：00 〜 16：00
場所：白子公民館、白子地区
内容：まち歩き２（白子方面）、景観資源の確認
参加者数：21名
散策部会の概要：白子地区の景観資源・問題点を再確認・発見した。まず、３つのグループに
分かれて、グループ会議を行い、役割分担を決定した。次に９０分ほどかけて、白子地区のま
ち歩きをした。その後、見てきたもののまとめを行った。最後にグループ毎の全体発表が行わ
れた。

第４回まちづくり講座の風景写真
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１．まちづくり講座の概要

A チーム検討結果
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海・街道・史跡を活かしたまちづくりデザイン 2014

B チーム検討結果



25

１．まちづくり講座の概要

C チーム検討結果
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海・街道・史跡を活かしたまちづくりデザイン 2014

参加者アンケート調査結果
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１．まちづくり講座の概要

（６）第５回まちづくり講座

日時：2014 年９月 30日 ( 木 )14：00 〜 16：00
場所：白子公民館、江島地区
内容：まち歩き３（江島方面）、景観資源の確認
参加者数：26名
まちづくり講座の概要：江島地区の景観資源・問題点を再確認・発見した。まず、３つのグルー
プに分かれて、グループ会議を行い、役割分担を決定した。次に９０分ほどかけて、江島地区
のまち歩きをした。その後、見てきたもののまとめを行った。最後にグループ毎の全体発表が
行われた。

第５回まちづくり講座の風景写真
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海・街道・史跡を活かしたまちづくりデザイン 2014

A チーム検討結果
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１．まちづくり講座の概要

B チーム検討結果
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海・街道・史跡を活かしたまちづくりデザイン 2014

C チーム検討結果



31

１．まちづくり講座の概要

参加者アンケート調査結果
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海・街道・史跡を活かしたまちづくりデザイン 2014

（７）第６回まちづくり講座

日時：2014 年 11 月 26日 ( 木 )14：00 〜 16：00
場所：白子公民館
内容：景観分析図・景観資源マップ案の発表、修正意見の検討
参加者数：15名
まちづくり講座の概要：まず三重大学からこれまでのまち歩き景観資源調査の結果の報告及び
景観資源マップ案の提示があった。その後、３グループ（寺家地区・白子地区・江島地区）に
分かれて、１）景観資源マップ案の修正意見の検討、２）視点場の検討、３）町家や寺社など
の歴史的建造物の分布を確認し、景観重要建造物、景観重要樹木、景観重要公共施設の候補の
検討、４）季節景と生活景についての考え、について意見交換を行った。最後にグループ毎の
全体発表が行われた。

第６回まちづくり講座の風景写真
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１．まちづくり講座の概要

寺家地区チームの検討結果
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海・街道・史跡を活かしたまちづくりデザイン 2014
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１．まちづくり講座の概要

白子地区チームの検討結果
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海・街道・史跡を活かしたまちづくりデザイン 2014
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１．まちづくり講座の概要

江島地区チームの検討結果
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海・街道・史跡を活かしたまちづくりデザイン 2014
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１．まちづくり講座の概要

参加者アンケート調査結果
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海・街道・史跡を活かしたまちづくりデザイン 2014

（８）第７回まちづくり講座.

日時：2015 年１月 14日 ( 木 )14：00 〜 16：00
場所：白子公民館
内容：景観分析図・景観資源マップの発表、景観まちづくりを進めていくための課題の整理
参加者数：22名
まちづくり講座の概要：まず三重大学から、修正意見を踏まえた景観資源マップ修正案の発表
があった。次に３グループ（寺家地区・白子地区・江島地区）に分かれて、１）景観資源マッ
プ修正案についての修正意見の検討、２）景観まちづくりを進めていくためのアイデアの検討、
３）具体的な写真を題材として景観まちづくりのアイデアの検討、を行った。最後にグループ
毎の全体発表が行われた。

第７回まちづくり講座の風景写真
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１．まちづくり講座の概要

寺家地区チームの検討結果

まちの歴史の聞き取り
（オーラルヒストリー）

不断桜の保存

景観まちづくりのアイデア

案内看板の設置
起点になる所に案内地図が
あるといいと思います。

空き家・空き地問題
寺家地区の中心地には空き地や
空き家が目立つ

昔の街を知っている語り部的な
人を探し、昔の事を聞き取る。

子安観音寺の国の天然記念物
「不断桜」の未来保存。桜の近
くには駐車せせないようにお願
いできないか（排ガス等の問題
あり）。

海岸沿いの散策路整備
夏場の海水浴客より年間を通し
て地元（特に高齢者）の住民の
ウォーキング（散歩）利用者が
多い海岸を整備して「ウォーキ
ング海岸道」「トイレ」「ベンチ」
「距離マップ」を設置

子安観音寺を中心としてこ
の近辺は旧跡も多いので全
体案内板（大きいもの）を
建てると良いと思う。

2014 年第７回白子まちづくり講座（2015.1.14）

寺家チーム
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海・街道・史跡を活かしたまちづくりデザイン 2014
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１．まちづくり講座の概要
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海・街道・史跡を活かしたまちづくりデザイン 2014

白子地区チームの検討結果
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１．まちづくり講座の概要

白子まちづくり講座（1月 14日）のまとめ 
 
景観まちづくりのためのアイデア	 

 
■今ある景観（資源）を残すには	 

・重要な歴史的建造物を景観重要建造物にする 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 →簡易な指定 
・町屋建築の空き家を壊すか残すかの選択をする必要がある。 
・伊勢型紙などの資源を利用して空き家利用する。（空き家を残す方法） 
→	 景観の守る順番をつけることが重要 
 
■景観まちづくりを進めるためには	 

・地区内の複数ある区分があり、うまく連携できていないため横のつながりの形成が必要 
・街道の整備を行う 
	 →	 まちの景観に気付き、個々人のまちづくり意識の向上につながる 
 
■景観をつくる、取り戻すためには	 

・街道沿いに統一した街灯を設ける 
・昔の水路の使い方を体験	 廻船問屋？ 
	 →	 景観資源に気付く機会をつくる 
 
■景観まちづくりによる将来のまちのイメージの検討	 

「新紅屋橋からの景観」	 

・特に問題意識はないようで意見もでなかった 
 
 
 
 
「駅東口前の商店街」	 

・商店街として機能しておらず近くにスーパーがなく困っている人も

いる	 →駅反対側にあるイオンはいける範囲でない人もいる様子 
・商店街としての活性化を考えると車での利用ができない点が問題に

なる	 →駐車場が必要か？ 
 
「街道沿いの連続性」	 

・街道沿いに設けられた駐車場が景観に悪影響 
・町屋の特徴である格子の連続を保つ対策が必要 
→住民個人の協力が必要 
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海・街道・史跡を活かしたまちづくりデザイン 2014

江島地区チームの検討結果

景観まちづくりのアイデア

古い町並み　町区を越えた協力

緑の保全を第一に

海辺の管理

・江島は今も管理が分かれている！？
　→学区・町区の連体を強めたい
・まちづくり建築のルールづくりは難しい
・町家の良さを簡単にアピールできることはないか

・境界の榎や松並木など
・保全第一
・管理する人がいないからかれてしまう
　→市の協力が必要

・灯台と灯台の間はそうじしてない　江島だけ手つかず！！
　→江島もそうじする団体を設けるべき
・マリーナも寂しい景観に…

人々の賑わいを利用したまちづくり

⇒江島は緑と海辺の管理を始めるべき

・朝市
・祭りを意識した活動
・海辺のそうじ活動
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１．まちづくり講座の概要
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海・街道・史跡を活かしたまちづくりデザイン 2014
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１．まちづくり講座の概要

参加者アンケート調査結果
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海・街道・史跡を活かしたまちづくりデザイン 2014
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２．景観資源マップ

２．景観資源マップ
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２．景観資源マップ

（１）寺家地区の景観資源マップ
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２．景観資源マップ
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２．景観資源マップ
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２．景観資源マップ
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２．景観資源マップ

（２）白子地区の景観資源マップ
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２．景観資源マップ
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２．景観資源マップ



海・街道・史跡を活かしたまちづくりデザイン 2014

66



67

２．景観資源マップ
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２．景観資源マップ

（３）江島地区の景観資源マップ
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２．景観資源マップ
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２．景観資源マップ
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２．景観資源マップ



海・街道・史跡を活かしたまちづくりデザイン 2014

76



77

白子公民館・三重大学都市計画研究室共同研究

「海・街道・史跡を活かしたまちづくりデザイン 2014」

2015 年３月 27 日発行

編集・製作・印刷　　三重大学大学院工学研究科建築学専攻　都市計画研究室

　　　　　　　　　　〒 514-8507　三重県津市栗真町屋町 1577

　　　　　　　　　　TEL：059-231-9477（直通）

製本　　　　　　　　合資会社　黒川印刷

　　　　　　　　　　〒 514-0008　三重県津市上浜町２-１１

　　　　　　　　　　TEL：059-226-4877

報告書



2015 年３月
白子公民館・三重大学都市計画研究室

海・街道・史跡を活かしたまちづくりデザイン 2014
白子公民館・三重大学都市計画研究室 共同研究 報告書白

子
公
民
館
・
三
重
大
学
都
市
計
画
研
究
室 

共
同
研
究
「
海
・
街
道
・
史
跡
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
デ
ザ
イ
ン
二
○
一
四
」
報
告
書

二
○
一
五
年
三
月


